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異国の大地にたくましく生きた同胞たち。
かつて美しい山々に囲まれたバギオに
戦火とともに消えた日本人街があった。
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日
本
人
街
の
歴
史
は
、
ケ
ノ
ン
・
ロ
ー
ド

の
建
設
が
始
ま
っ
た
１
９
０
０
年
に
遡
る
。

難
工
事
に
頭
を
痛
め
た
当
時
の
米
国
人
道
路

建
設
責
任
者
で
あ
る
ケ
ノ
ン
少
佐
が
、
多
く

の
日
本
人
や
中
国
人
な
ど
13
カ
国
か
ら
出
稼

ぎ
労
働
者
を
集
め
、
道
路
工
事
に
従
事
さ
せ

た
。
日
本
人
労
働
者
の
数
は
、
延
べ
約
２
４

０
０
人
に
も
達
し
た
。
工
事
は
難
航
し
、
道

路
が
完
成
す
る
１
９
０
５
年
ま
で
に
、
日
本

人
労
働
者
の
7
0
0
人
近
く
が
事
故
や
病
気

な
ど
で
命
を
落
と
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
ケ
ノ
ン
・
ロ
ー
ド
の
完
成
後
、
ミ
ン
ダ
ナ

オ
島
ダ
バ
オ
の
麻
農
園
に
仕
事
を
求
め
る
者

も
い
た
が
、
そ
の
ま
ま
バ
ギ
オ
に
残
る
者
も

多
か
っ
た
。
バ
ギ
オ
の
都
市
建
設
に
必
要
な

大
工
や
棟
梁
、
金
銀
鉱
山
の
労
働
者
、
ま
た

バ
ギ
オ
近
郊
で
の
野
菜
農
園
の
開
拓
の
た
め

日
本
人
労
働
者
の
需
要
が
高
か
っ
た
の
だ
。

　
そ
し
て
、
日
本
の
福
島
、
山
梨
、
福
岡
な

ど
か
ら
、
多
く
の
日
本
人
移
民
た
ち
が
押
し

寄
せ
た
。
後
に
バ
ギ
オ
に
市
制
が
敷
か
れ
る

と
、
公
設
市
場
や
市
庁
舎
を
中
心
に
開
発
が

進
ん
だ
。そ
し
て
、こ
の
市
場
の
近
く
に
あ
っ

た
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ロ
ー
ド
に
日
本
人
の
商
店

が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
街
は
活
気
を
帯

び
て
い
っ
た
。

　　
戦
前
、
バ
ギ
オ
に
生
ま
れ
育
っ
た
写
真
家

の
古
屋
英
之
助
さ
ん
（
76
）
に
現
地
を
案
内

し
て
も
ら
っ
た
。
古
屋
さ
ん
は
終
戦
後
に
日

本
に
帰
国
し
た
が
、
１
９
８
９
年
以
降
、
毎

年
の
よ
う
に
生
ま
れ
故
郷
の
バ
ギ
オ
に
里
帰

り
し
て
い
る
。

　
古
屋
さ
ん
の
父
親
の
正
之
助
さ
ん
は
、
山

梨
県
の
出
身
。
当
時
バ
ギ
オ
最
大
の
百
貨
店

だ
っ
た
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
バ
ザ
ー
」（
１

９
１
２
年
創
業
）
に
併
設
さ
れ
て
い
た
写
真

館
「
パ
イ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
」
の
主
任
を
務
め

て
い
た
。
百
貨
店
の
オ
ー
ナ
ー
で
同
郷
の
早

川
豊
平
氏
に
誘
わ
れ
、
留
学
先
の
マ
ニ
ラ
か

ら
バ
ギ
オ
に
移
っ
た
父
親
は
、
写
真
技
師
の

腕
前
が
評
判
と
な
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
初
代

大
統
領
、
ア
ギ
ナ
ル
ド
将
軍
と
も
親
交
が
深

か
っ
た
。
古
屋
さ
ん
が
バ
ギ
オ
で
生
ま
れ
た

時
、
将
軍
が
直
々
に
病
室
を
訪
れ
、
母
親
の

英
子
さ
ん
の
傍
ら
に
い
た
赤
ん
坊
の
古
屋
さ

ん
に
「
ロ
ド
ル
フ
ォ
（
ル
デ
ィ
）・
フ
ラ
ン

シ
ス
」
と
名
付
け
て
く
れ
た
と
い
う
。

　
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
バ
ザ
ー
は
セ
ッ
シ
ョ
ン

ロ
ー
ド
の
中
ほ
ど
に
あ
っ
た
が
、
当
時
、
こ

の
通
り
に
は
日
本
人
が
経
営
す
る
商
店
や
建

右上：バーンハム公園でボード遊びを楽しむ
右下：日本人幼稚園の卒園写真。米国、日本、フィリピンの旗が掲げられている

左から［1］バギオ大聖堂は戦争中
の米軍による爆撃から免れたた
め、戦前と同じ姿を今も残す　［2］
セッション・ロードに立ち並ぶ商
業ビルの合間に、当時の米軍によ
る激しい爆撃で焼け落ちたホテル
の壁の一部がそのまま残っている
［3］戦前、現地最大の雑貨店だった
「Japanese Bazaar」があった場
所には、現在、ピンク色の商業ビル
が建っている　［4］バーンハム公
園では今もボート遊びが人気だ　
［5］日本人小学校跡は、現在、レス
トランになっており、当時の校門
がそのまま使われている

マニラ

バギオ

カバナツアン ルソン島

アンへレス

ロザリオ ケノン・ロード

 

マ
ニ
ラ
か
ら
車
で
ル
ソ
ン
島
中
部
の
田
園

地
帯
を
６
時
間
ほ
ど
北
上
す
る
と
、
ケ
ノ

ン
・
ロ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
九
十
九
折
の
山

道
に
入
る
。
こ
の
道
を
１
時
間
ほ
ど
か
け
て

登
り
切
る
と
、
近
く
の
山
々
の
頂
に
街
が
広

が
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
「
夏
の
首
都
」
と

称
さ
れ
る
バ
ギ
オ
だ
。

　
19
世
紀
末
に
ス
ペ
イ
ン
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
領
有
権
を
得
た
米
国
が
直
面
し
た
問
題
の

一
つ
が
熱
帯
気
候
だ
っ
た
。
３
月
か
ら
５
月

に
か
け
て
の
夏
の
時
期
に
最
高
気
温
が
40
度

近
く
ま
で
跳
ね
上
が
る
。
米
国
は
政
府
高
官

や
公
務
員
た
ち
の
夏
の
避
暑
地
と
し
て
、
ベ

ン
ゲ
ッ
ト
山
脈
地
帯
に
道
路
を
切
り
開
き
、

高
原
都
市
の
建
設
を
目
指
し
た
。

　
標
高
1
5
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
あ
る
バ

ギ
オ
は
、
周
り
の
山
々
に
緑
の
松
林
が
広
が

る
。
早
朝
に
は
白
い
霧
が
た
ち
、
人
々
が
長

袖
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
毛
糸
の
帽
子
を
か
ぶ
る

ほ
ど
涼
し
い
。
南
国
と
い
う
よ
り
、
秋
の
信

州
に
で
も
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
だ
。

　
バ
ギ
オ
に
は
、
大
統
領
や
政
府
高
官
が
夏

の
間
、
公
務
を
行
う
大
統
領
官
邸
ザ
・
マ
ン

シ
ョ
ン
を
始
め
、
瀟
洒
な
別
荘
風
の
建
物
が

多
い
避
暑
地
で
あ
る
。
国
内
外
の
観
光
客
も

多
く
訪
れ
、
夏
の
官
邸
と
高
原
植
物
を
鑑
賞

で
き
る
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
ガ
ー
デ
ン
、
山
岳
民

族
の
民
芸
品
店
が
並
び
、
美
し
い
山
並
み
が

一
望
で
き
る
マ
イ
ン
ズ
・
ビ
ュ
ー
な
ど
の
観

光
名
所
も
多
い
。

　
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
、
5
0
0
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
ゆ
る
や
か
な
坂
道
、
セ
ッ
シ
ョ

ン
・
ロ
ー
ド
。
お
し
ゃ
れ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
、
垢
抜
け
た
雰
囲

気
の
通
り
で
あ
る
。
毎
年
２
月
に
こ
の
通
り

で
バ
ギ
オ
・
フ
ラ
ワ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
か
れ
る
。
山
岳
先
住
民
の
伝
統
ダ
ン
ス

や
、
山
車
が
繰
り
出
す
パ
レ
ー
ド
が
あ
る
平

和
で
国
際
色
豊
か
な
祭
り
だ
。

　
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ロ
ー
ド
に
か
つ
て
日

本
人
街
が
あ
っ
た
。
バ
ギ
オ
が
建
設
さ
れ
た

20
世
紀
初
頭
か
ら
戦
前
に
か
け
て
移
り
住
ん

だ
日
本
人
移
民
た
ち
が
、
道
沿
い
に
写
真
館

や
大
型
雑
貨
店
、
ホ
テ
ル
や
病
院
、
食
堂
や

会
社
事
務
所
な
ど
を
次
々
と
開
き
、
豊
か
な

暮
ら
し
を
し
て
い
た
。
私
は
、
そ
の
日
本
人

街
を
尋
ね
て
バ
ギ
オ
に
来
た
。

セッション・ロードにあったジャパニーズ・バザー
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戻
る
者
も
い
た
。
彼
ら
は
人
々
の
反
日
感
情

を
避
け
る
よ
う
に
街
を
離
れ
、
山
里
に
隠
れ

て
暮
ら
し
た
。
日
本
人
の
血
を
引
く
こ
と
を

隠
し
て
日
本
語
も
使
わ
な
い
よ
う
に
し
た
と

い
う
。

　
こ
う
し
た
日
系
人
の
支
援
が
始
ま
っ
た
の

は
１
９
７
２
年
の
こ
と
だ
。
日
本
で
教
師
を

し
て
い
た
シ
ス
タ
ー
海
野
が
、
コ
ル
デ
ィ
リ

エ
ラ
の
山
々
に
隠
れ
住
む
日
系
人
の
存
在
を

知
り
、山
野
を
駆
け
回
っ
て
探
し
出
し
、「
北

ル
ソ
ン
比
日
友
好
協
会
」
を
設
立
し
た
の
が

契
機
と
な
っ
た
。
現
在
、
同
会
の
理
事
で
名

誉
日
本
総
領
事
も
務
め
る
カ
ル
ロ
ス
寺
岡
氏

は
引
き
揚
げ
後
、
自
ら
バ
ギ
オ
に
戻
っ
た
一

人
だ
。
同
会
は
今
、
２
世
か
ら
５
世
ま
で

1
4
0
8
人
の
日
系
人
会
員
が
い
る
。

　
古
屋
さ
ん
は
運
良
く
一
家
全
員
無
事
で
終

戦
を
迎
え
、
捕
虜
収
容
所
か
ら
日
本
に
強
制

送
還
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
古
屋
さ
ん
は
日
本

で
学
校
を
卒
業
後
、
商
業
写
真
家
と
し
て
活

躍
し
た
が
、
い
つ
も
バ
ギ
オ
の
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
１
９
８
９
年
11
月
、
北
ル
ソ
ン
比
日
友
好

協
会
や
日
本
人
支
援
者
が
中
心
と
な
っ
て
ケ

ノ
ン
・
ロ
ー
ド
の
記
念
展
望
台
が
完
成
し
た
。

そ
の
完
成
式
に
合
わ
せ
、
バ
ギ
オ
日
本
人
小

学
校
の
同
窓
生
た
ち
が
現
地
で
同
窓
会
を
開

い
た
折
り
に
、
古
屋
さ
ん
は
実
に
戦
後
44
年

ぶ
り
の
里
帰
り
を
果
た
し
た
。
こ
の
時
、
寺

岡
氏
の
妹
で
同
窓
生
で
も
あ
っ
た
マ
リ
エ
さ

ん
か
ら
「
お
か
え
り
な
さ
い
」
と
抱
擁
の
出

迎
え
を
受
け
、
自
分
の
故
郷
に
帰
っ
た
こ
と

を
確
信
し
た
と
い
う
。

　

古
屋
さ
ん
が
、
日
本
人
小
学
校
跡
を
案

内
し
て
く
れ
た
。
か
つ
て
日
本
人
小
学
校

が
あ
っ
た
マ
グ
サ
イ
サ
イ
・
ス
ト
リ
ー
ト
沿

い
の
敷
地
は
レ
ス
ト
ラ
ン
に
な
っ
て
い
た
が
、

校
門
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
。
当
時
、
こ

の
小
学
校
の
隣
に
あ
っ
た
本
願
寺
経
営
の
寄

宿
舎
も
建
物
が
現
存
し
て
お
り
、
安
ホ
テ
ル

の
一
部
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ホ
テ
ル
の

オ
ー
ナ
ー
は
戦
争
中
、
日
本
軍
が
米
比
軍
捕

虜
を
長
距
離
歩
か
せ
た
「
バ
タ
ー
ン
死
の
行

進
」
の
被
害
者
だ
っ
た
が
、
我
々
を
快
く
受

け
入
れ
て
く
れ
た
。

　

か
つ
て
鬱う
っ
そ
う蒼
と
し
た
森
に
囲
ま
れ
た
バ

ギ
オ
は
今
、
住
宅
地
が
広
が
り
、
道
路

に
車
が
あ
ふ
れ
、
当
時
の
街
の
様
子
を
偲

ば
せ
る
も
の
は
わ
ず
か
し
か
な
い
。
古

屋
さ
ん
は
、
同
窓
生
た
ち
の
間
で
よ
く
話

さ
れ
る
バ
ギ
オ
の
思
い
出
は
、
い
つ
も

早
朝
に
近
く
の
店
に
買
い
に
走
っ
た
パ

ン
・
デ
・
サ
ル
（
丸
い
塩
パ
ン
）
の
暖
か

く
て
懐
か
し
い
味
だ
と
語
っ
た
。
バ
ギ
オ

の
日
本
人
た
ち
が
作
り
上
げ
た
平
和
な
歴

史
の
断
片
を
集
め
る
か
の
よ
う
に
。　

■

ジャバニーズ・バザーの 2階で開かれた誕生日パーティー かつてのセッション・ロード坂下。タクシー乗り場が見える

設
会
社
の
事
務
所
な
ど
が
立
ち
並
び
、
日
本

人
経
営
の
病
院
「
パ
イ
ン
ス
・
ホ
ス
ピ
タ

ル
」
や
「
フ
ジ
・
ホ
テ
ル
」「
エ
ン
パ
イ
ヤ
・

ホ
テ
ル
」
も
あ
っ
て
、
バ
ギ
オ
で
の
日
本

人
の
存
在
感
は
圧
倒
的
だ
っ
た
と
い
う
。
当

時
、
珍
し
か
っ
た
車
も
乗
り
回
す
こ
と
が
で

き
、
日
本
で
は
戦
後
に
よ
う
や
く
公
開
さ
れ

た
テ
ク
ニ
カ
ラ
ー
の
長
編
映
画
『
風
と
共
に

去
り
ぬ
』
も
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ロ
ー
ド
の
パ
イ

ン
ス
・
シ
ア
タ
ー
で
観
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
当
時
の
写
真
か
ら
、
そ
の
豊
か
な
暮
ら
し

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
古
屋

さ
ん
は
「
こ
の
街
の
日
本
人
た
ち
は
、
日
本

に
写
真
を
送
っ
て
、
自
分
た
ち
が
異
国
で
い

か
に
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
か
を
故
郷
の
親

族
た
ち
に
見
せ
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と

当
時
を
振
り
返
る
。

　　

し
か
し
、
こ
の
幸
福
な
生
活
も
太
平
洋

戦
争
で
一
変
し
た
。
１
９
４
１
年
12
月
８

日
、
日
本
軍
は
真
珠
湾
を
爆
撃
し
た
同
じ
日

に
バ
ギ
オ
の
ジ
ョ
ー
ン
ヘ
イ
米
軍
基
地
を
空

爆
。
そ
の
後
、
日
本
軍
は
ル
ソ
ン
島
に
侵
攻

し
、
翌
年
１
月
２
日
に
マ
ニ
ラ
に
無
血
入
城

す
る
。
そ
し
て
、
約
３
年
半
に
わ
た
り
フ
ィ

リ
ピ
ン
は
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
た
。

　
戦
争
末
期
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
防
衛
を
任
さ

れ
た
第
14
方
面
軍
司
令
官
の
山
下
奉と
も
ゆ
き文
大
将

が
バ
ギ
オ
を
防
衛
拠
点
と
し
た
た
め
、
バ
ギ

オ
は
米
軍
の
一
斉
攻
撃
を
受
け
て
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
。
古
屋
さ
ん
一
家
が
避
難
し

た
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ロ
ー
ド
脇
の
崖
に
あ
っ
た

防
空
壕
か
ら
、
近
く
の
高
級
ホ
テ
ル
が
激
し

く
燃
え
上
が
る
の
が
見
え
た
そ
う
だ
。

　
崖
の
上
に
あ
っ
た
バ
ギ
オ
大
聖
堂
は
爆
撃

を
逃
れ
た
も
の
の
、
教
会
前
に
集
ま
っ
て
い

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
避
難
民
た
ち
の
近
く
に
砲

弾
が
落
ち
、
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
。

　
古
屋
さ
ん
ら
在
留
邦
人
は
、
撤
退
す
る
日

本
軍
に
従
い
、
北
側
の
コ
ル
デ
ィ
リ
エ
ラ
の

山
岳
地
帯
へ
避
難
し
た
。
当
時
、
軍
と
と
も

に
逃
げ
た
邦
人
は
３
０
０
０
人
ほ
ど
い
た
と

い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
山
奥
で
在
留
邦

人
た
ち
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
日
米
軍
の
激

し
い
交
戦
に
よ
る
「
鉄
の
暴
風
雨
」
と
、
飢

餓
に
よ
る
生
き
地
獄
だ
っ
た
。

　
戦
後
、
日
本
軍
に
協
力
し
た
者
た
ち
は
厳

し
く
処
罰
さ
れ
、
多
く
の
日
本
人
が
強
制
送

還
さ
れ
た
。
日
本
人
と
結
婚
し
た
比
人
女
性

と
そ
の
子
供
た
ち
の
な
か
に
は
バ
ギ
オ
に
残

る
者
や
、
日
本
に
引
き
揚
げ
後
、
バ
ギ
オ
に

右から［1］展望台から見たケノン・ロードの一部。バギオ
市へ通じる主要道路は現在、ケノン、マルコス、ナギリアン
の 3本ある。マニラ首都圏からの長距離バスは普通、マル
コス・ロードを一気に駆け上る　［2］かつて日本人学校が
あった敷地には、本願寺が経営する幼稚園と寄宿舎もあっ
た。寄宿舎の一部は戦後、ホテルになっている。そのホテ
ルオーナー（写真左）と一緒に記念撮影する古屋さん（中
央）　［3］セッション・ロードの歩道を行きかう人々。最近、
車の数が増えて、バギオでも交通渋滞がひどくなりつつあ
る　［4］ケノン・ロードの建設工事で亡くなった日本人の
慰霊碑。かつて慰霊碑の周囲には日本人墓地が広がってい
たが、今はその面影はほとんどない。この慰霊碑の土台は
戦後、山下財宝を探していた地元住民によって大規模に掘
り返されたことがあったという

古屋英之助さんと山梨県出身のご両親。バーンハム公園にて


